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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本人英語学習者の産出単位を分析することにより、英文を産出する際に
、どのようにコロケーションを処理しているのかというその処理過程を明らかにすることであった。調査の結果、中級
レベルの日本人英語学習者は、速く正確にコロケーションを判断することができる一方で、コロケーションの処理過程
においては、１語単位での産出が多くなり、処理がより困難なものとなる状況が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the process of producing English 
collocations by Japanese EFL learners. For this purpose, a new type of data was collected by using a 
logging system that records the writing process in millisecond intervals. The participants were 
intermediate-level university students who were asked to write two essays in 50 minutes. The data 
analysis was based on 1) production time, 2) pause time, and 3) produced expressions. The results show 
that EFL learners produce collocations word by word and indicate that have difficulty processing the 
collocations for intermediate-level learners.

研究分野： 第二言語習得
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１．研究開始当初の背景 
第二言語習得研究において、「コロケーショ
ン」（２語以上で構成される連語）の使用や
知識に関する調査が行われている。先行研究
では、英語学習者の書き言葉を集めたコーパ
ス（学習者コーパス）を使った研究により、
英語母語話者と同様に、英語学習者もまたコ
ロケーションを使用することを確認してい
る。加えて、母語話者によるコロケーション
とは、量的にも質的にも異なっていることを
指摘しており、この違いが英語母語話者と英
語学習者の言語運用における差を生み出し
ていると論じている。 
 外国語学習における４技能であるリーデ
ィング・リスニング・スピーキング・ライテ
ィングのうち、リーディング・リスニング・
スピーキングの３技能においては、英語学習
者が「コロケーションをどのように産出およ
び理解しているのか」についての研究が数多
く行われている。例えば、リーディング研究
では、日本人英語学習者がどのような単位で
英文を読むのかを調査し、日本人英語学習者
は、「句」という単位で英文を読んでいると
いう結果が出ている。また、リスニング研究
では、日本人英語学習者に、ポーズを含んだ
英文を聴かせ、「句」という単位でポーズを
入れた場合の英文が最もよく理解されてい
ることが分かっており、スピーキング研究で
は、発話中のポーズを基に分析し、発話単位
が「語から句へ」と発達することが明らかと
なっている。これら一連の研究では、コロケ
ーションという用語こそ用いられていない
ものの、リーディング・リスニング・スピー
キングの３技能に関する研究では、日本人英
語学習者が、単語を超えたより大きな単位で
の理解と産出、つまり、コロケーションを理
解し、また産出を行っていることが分かって
きている。 
 しかしながら、ライティング研究において、
コーパス中の使用頻度に基づく英語学習者
によるコロケーションの産出傾向について
は、数多くの研究で観察されているものの、
コロケーションを産出する際の「処理過程」
を調査した研究は十分になされていない。コ
ロケーションを産出する際の処理過程を観
察する研究が十分に行われない要因として、
直接実験を行うことが困難であることや、作
文された結果そのものが分析対象となって
きたことがあり、ライティングを通して処理
過程を観察する困難さが存在すると同時に、
分析の必要性は高まるであろうと予測した。 
 さらに、過去の研究プロジェクトを通じて、
コーパスを用いた計量的側面に加え、認知的
側面からコロケーション知識の保持と運用
の実態を観察し、新たな課題として、コロケ
ーションの「処理過程」を観察する研究に発
展させることができるのではないかという
着想に至ったことが本研究の開始当初の背
景である。 
 

２．研究の目的 
 本研究は、日本人英語学習者の産出単位を
分析可能にする新たな学習者コーパスの構
築により、日本人英語学習者が英文を産出す
る際に、どのようにコロケーションを処理し
ているのかというその処理過程を明らかに
しようとしている。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法は、大きく分けて、以下の３
点にまとめることができる。 
 
(1) ライティングタスクの実施 
 50 分間という時間制限を設定し、なおかつ、
指定されたトピックに応じ、辞書などの参照
物を用いない状態でのライティングタスク
を課してデータ収集を行った。 
 産出過程のデータを得るため、キーボード
で入力された文字や記号類などを逐一記録
するシステムを導入した。 
 なお、ライティングタスクの際に指定した
トピックは「学校教育」とした。これは、大
学生にとって身近な話題であると考えられ
たこと、さらに、身近な話題とするとことで、
より多くの産出データが収集できるであろ
うという予測によるものである。 
 
(2) コロケーションの認知実験 
 コロケーションに対していかに速く反応
することができるか、コロケーションと認知
されていれば速く反応できるはずであると
いう予測に基づき、高頻度のコロケーション
と、２語以上の低頻度の表現をコンピュータ
のモニタ上に呈示し、正しい表現であるかど
うかを判断させ、その反応時間をコンピュー
タ上で計測した。 
 
(3) 各種データの分析 
① 作文データ 
 ライティングタスクにより得られた作文
データは、次のような手順で分析を行った。
まず、タイピングの速度を計測し、得られた
値から閾値を求めた。次に、閾値以上の停留
が生じている部分を「ポーズ」とみなし、ポ
ーズ間に含まれる表現を抽出した。この手順
で得られた表現をコロケーションとして扱
い、その表現の特徴や傾向について、出現頻
度や統語的な観点から分析を行った。 
さらに、学習者の作文に含まれる誤用を踏ま
えて、どのようなコロケーションを産出する
のが困難か、また誤って産出するのか、その
傾向についても分析を行った。 
 
② 反応時間データ 
 コロケーションの認知実験により得られ
た反応時間データは、判断時に不正解となっ
たデータを除き、高頻度のコロケーションと
そうでない表現の反応時間の差について統
計的な分析・検定を行った。 
 



４．研究成果 
 本研究により明らかとなった点について、
以下の２点を挙げる。  
 １点目は、中級レベルの日本人英語学習者
は、コロケーションに対する認知を十分に行
うことができるということである。つまり、
学習者は、速く正確にコロケーションを判断
することが一定程度できるため、複数の語句
をまとまりとして処理することができると
言える。 
 ２点目は、産出過程を観察することで、コ
ロケーションとして数多く産出された思わ
れた表現が、必ずしも連続的に産出されてい
るわけではないということである。これは、
産出過程のデータを分析したことで初めて
分かることである。頻度としては多く出現す
る表現であっても、実際の産出が１語単位と
なっているものが多くあり、認知はできるも
のの、産出となると、十分な処理速度をもっ
て処理することは困難である状況が明らか
となった。 
 今後の課題として、より詳細な産出過程を
記録するためのシステムの改善、さらには、
視線計測装置を利用した認知実験の実施を
行うことで、コロケーションの処理過程をよ
り高い精度で解析することが必要となる。 
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